
 

 

卒業研究 研究計画書（例） 

 

所属  公立大学法人名桜大学人間健康学部看護学科 4 年次 

学生番号 ○○○○○○  

氏名  ○○○○○○ 印 

    指導教員  職名  ○○○○○  

氏名  ○○○○○  印 

 

1. 研究テーマ（研究課題名、タイトル）： 

これは仮で十分です。あとで変更可能  

 

2. 研究の背景と動機（①背景、動機、必要性、意義、②文献検討結果など）： 

 研究の動機 

ここが一番重要。箇条書きでもいいので、研究のきっかけを具体的に言語化しておくこと

が大事 

 研究の背景 

文献検索し、先行文献を参照にどこまでが明確化されているかなどを把握する。本来は先

行文献を読み込んでから書くが、手元にある分だけでわかっていることを書いて、後から

先行文献を読み込むのも１つの方法（研究開始前に）。 

見本になる文献に出会えると、研究はスムースに進む。 

 

3. 研究の目的 

この研究によって何を明らかにする予定か。何が得られるのか。どのように還元できるの

か。 

 

4. 研究の概要 

 研究結果の予測（仮説の設定） 

 研究の方法 

 研究対象 

誰を対象にするのか。人を対象とする場合、倫理的配慮も必要 

 研究デザイン 

研究の方法論、量的か質的か。 

量的なら、ツールは何を使うのか？ すでに信頼性、妥当性が得られている既存の

ツールを使うと良い。 

 データの収集方法 

データをどのように集めるのか。アンケート？ インタビュー？ 

 データの分析方法 

どのようにデータ処理を行うのか。 

 

1) 研究方法（質的帰納的研究、質的記述的研究、量的研究、ミックス法など） 

2) 研究デザイン（事例研究、アクションリサーチ、現象学的研究、グラウンデッド・セ

オリー、KJ 法、内容分析、調査研究、評価研究、実験研究、ニーズアセスメントな

ど） 

3) 対象者 

4) データの収集方法 

(1) データの収集方法（質問紙調査、構成的面接調査、半構成的面接調査など） 

(2) 収集するデータの内容 



 

 

(3) データの収集手順 

(4) データ収集期間と場所 

5) データ分析方法 

6) 倫理的配慮 

 

5. 研究期間、スケジュール： 

□タイムスケジュール 

 最初は抽象的でもいいですが、月ごと、もしくは週ごとに活動内容を書き出しておくと、

調整がききやすい。余裕をもって作成する。 

□予算の見積もり 

 研究にはそれなりのお金がかかる。研究費が必要であれば、わかる範囲で記載する（文

献を取り寄せる費用、紙代、印刷代、通信費、実験費用代など）。 

6. 参考・引用文献 

1) ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

2) ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

 

7. 研究者・指導教員の連絡先 

 

● 研究計画書に添付するもの 

 

1. 施設の代表者等（病院長、看護部長など）への説明書 

2. 施設の代表者等（病院長、看護部長など）の同意書 

3. 対象者（参加者）に対する説明書 

4. 対象者（参加者）の同意書 

5. 対象者（参加者）の同意撤回書 

6. その他、参考資料 

・ アンケート調査を行う場合は、アンケート用紙を添付すること。 

・ 面接調査を行う場合は、面接ガイドを添付すること。 

・ その他、研究方法を理解する上で役立つ資料等を添付することが望ましい。 

 


